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コイル塞栓術の基本と応用 -type II endoleak低減に向けて-
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Type II endoleak低減を目的としたEVAR時のIMA塞栓は有用か？
-RCTの結果と次への取り組み-
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●全体プログラムは第14回JESホームページにてご確認ください。
●第14回JES参加には、参加登録が必要です。
WEB事前登録を是非ご利用ください。（早期割引実施中）
●なお、8月21日（水）9:00-11:00は、第25回日本血管内治療学会学術総会との合同プログラムとなります。
第14回JESへの参加登録者は、無料で聴講可能です。
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